
図
書
館
で
は
外
部
団
体
へ
の
団

体
貸
出
を
実
施
し
て
お
り
、

た

く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

季
節
に
ぴ
っ

た
り
の
童
話
シ

リ
ー

ズ
「

お
は
な
し
十
二
ケ

月
」

よ
り
。

　
秋
も
深
ま
る
十
一
月
に
お
す

す
め
の
一
冊
。
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　<以下に該当する方は献血をご遠慮ください>
①3日以内に出血を伴う歯科治療（抜歯、歯石除去等）を受けた方。
②4週間以内に海外から帰国（入国）した方　　　③１ヶ月以内にピアスの穴をあけた方
④エイズ（HIV）検査が目的の方
⑤６ヶ月以内に下記に該当する方
（a）不特定の異性または新たな異性と性的接触があった
（b）男性同士の性的接触があった　　　（c）麻薬、覚せい剤を使用した
⑥今までに下記に該当する方
（a）輸血（自己血を除く）や臓器の移植を受けた
（b）ヒト由来プラセンタ注射薬を使用した
（c）梅毒、C型肝炎、マラリア、シャーガス病にかかった

上記に該当されない方でも、検診医の判断で献血をお断りすることがあります。

◎◎◎◎平成平成平成平成25252525年年年年1111１１１１月月月月12121212日日日日（（（（火火火火））））場所場所場所場所：：：：須木地区体育館須木地区体育館須木地区体育館須木地区体育館　　　　受付受付受付受付：：：：15151515：：：：00000000～～～～16161616：：：：30303030
◎◎◎◎男性男性男性男性17171717歳以上歳以上歳以上歳以上　　　　女性女性女性女性18181818歳以上歳以上歳以上歳以上　　　　体重体重体重体重：：：：５０５０５０５０kgkgkgkg以上以上以上以上



　

　
平
成
二
十
五
年
十
月
十
八
日
に
宮
崎
市
の

メ
デ
ィ

キ
ッ

ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ

れ
た
、
「

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

の
つ
ど
い
」

に
お
い
て
、

宮
崎
県
防
犯
功
労

者
と
し
て
原
地
区
の
岩
元
区
長
が
、

表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
か
け
て
防
犯
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
た
だ
い
た
個
人
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る

も
の
で
、

今
年
度
は
県
内
で
十
三
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
市
で
も
、
「

九
州
一
、

安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
お
り
、

住
民
の

方
々
の
防
犯
活
動
が
最
も
大
切
で
す
。

　
今
後
と
も
、

皆
様
の
活
動
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

　須木地域協議会では、毎月１回、須木地区の事業に関することや、須木地区の活性化などを協
議する「地域協議会」を開催しています。以下、8月と9月に行われた地域協議会の主な内容を紹
介いたします。
　8月（8月27日開催内容）
（１）地域活性化交付金について
　　地域活性化交付金の活用方法について議論が行われました。
（２）小林市におけるチョウザメ養殖について（地域振興課）
　　小林市全体のチョウザメ養殖の現状について報告しました。
（３）須木地区のガソリンスタンドについて（地域振興課）

　9月（9月27日開催内容）
（１）新市まちづくり計画の変更についての諮問（保健体育課）
　　新市まちづくり計画の変更の諮問があり、了承されました。合併特例債の起債可能額の変更
　（79億円から87億6千万円）についての諮問でした。
（２）給食センター建設事業への合併特例債活用の報告について（企画政策課）
　　新給食センターの建設予定について（小林市東方に建設予定。供用開始は平成27年1月）
（３）須木地区のガソリンスタンドについて（地域振興課）

　　そのほか、地域活性化交付金の要望があった場合、内容を審議して意見書を作成しておりま
　す。今年度は9月末現在で、3件の審議を行いました。

　須木地区のガソリンスタンドについては行政側で取り組んでいる内容等を報告し、委員の皆様
の意見を聴取しております。9月に区長の皆様や老人クラブの会長の皆様、商工会の会員の皆様
などに、須木総合ふるさとセンターに集まっていただき、現状報告をさせていただきましたが、
今後も広報誌や説明会などで皆様に報告させていただく予定です。
　これからも、委員の皆様と須木地区の活性化のために協議を進めて参りますので、ご意見等が
ありましたら、地域振興課（℡48－3130）までご連絡ください。

　平成25年10月14日（体育の日）に、小林
市自衛隊父兄会及び自衛隊隊員による社会
奉仕作業が行われました。
　須木区においても父兄会11名隊員9名で
本庄川河川敷の草刈作業を実施していただ
き、11月3日に行われる「ほぜ祭り」の会
場がすっきりとなりました。

　10月はシルバー人材センターの普及啓発
月間となっています。
　小林市シルバー人材センター須木班（切
畑留雄班長）が、19日にボランティア活動
を行いました。この日はあいにくの雨にも
かかわらず須木班会員19名が参加し、4班
に分かれ国道265号線及び市道沿線の草む
らの空き缶、ゴミ拾いを行いました。
　昇り旗を掲げシルバー人材センター事業
に対する地域住民の理解と普及を呼びかけ
ました。

　須木地区では、ここ数年シカが急激に増えていて農地や山林などに甚大な被害を及ぼしています。
　そこで今回は、少しの工夫でシカの数を増やさない方法をお知らせします。

※一番の対策は、餌付けしないように心がける！
■まずは、誰でも出来る「追い払う」行為を行ってください。
・民家や山林の側、農地の周りでシカなどを見かけたら追い払うことが重要です。
・追い払う行為をするだけで、ふもとは危険な場所だと鳥獣に認識付けできます。
・素通りして何もしない行為は、その場所で餌付けしてしまうことになります。
■防護柵などの設置に気を配る。
・ネットは、外側（進入側）に２０～３０ｃｍ垂らして張ることがコツです。
・地面スレスレに張りがちですが、下に隙間があれば簡単にもぐり進入します。
・電柵下部の配線は、地面から２０ｃｍ以下で張ってください。（特にイノシシへの防止）
・ネット、トタンなど継ぎ目のタテ隙間をつくらない。無理やり進入して来ます。
・ネットや電柵の設置をしてシカなどに侵入されたら餌付けしたことになります。
・一度、進入されるとネットなどの設置場所は、作物があると学習し再度来ます。
■草刈を控える。
・シカは、特に新芽や柔らかい草を好んで食べるので、草刈後は狙われます。
・夏から秋にかけて草刈を控えることで、シカの餌を減らせます。（冬前はしない）
・草刈を１・２回止めることで、シカの食糧・栄養を減らすのに効果的です。
・シカの交尾の時期が9月下旬～１１月なので、この時期にも配慮してください。
・意外と農地の作物より、草刈後の畦草や河川法面の雑草を食べに来ます。

【問い合わせ先】　　須木庁舎　地域整備課　　 ＴEL　４８－３１３１
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